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【消化器疾患のマイクロRNA発現と調節】 
炎症性腸疾患におけるマイクロRNA発現異常の現況を知る

藤谷幹浩, 高後 裕
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ｍｉＲＮＡの関与が注目されるようになり，いくつ

かの疾患において，特定のmiRNAの発現異常が

指摘されている3)．それと並行して，免疫制御に

関連するmiRNAの研究が進み，自然免疫の制御

やリンパ球の分化・成熟に中心的な役割をなす，

いくつかのmiRNAが同定されるようになった．

本稿では，ＩＢＤおよび免疫制御に関係する

miRNAの研究について紹介し，今後のｍｉＲＮＡ

研究の展望について概説する．
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Summary
炎症性腸疾患（lBD）においては，複数のマイクロＲＮＡ（miRNA）の発現異常が関係し

ていると考えられる‘ｍ胴－７９２は潰傷Ｉ性大腸炎で発現が低下しており，ＭＩＰ－２ａの発現

調節を通して炎症の制御に関係していると考えられる．一方，ｍ/R-76や、/Ｒ－２７は発

現が増加しており，サイトカイン分泌の制御などを通して病態に関係していると推測され

る．また，自然免疫の制御に重要なｍ府-746,ｍ胴-755,ｍ/R-223や獲得免疫制御に

重要なｍ/R-7畢昌、/Ｒ－７Ｂ７ａ,ｍ/R-750などのｍｉＲＮＡにも注目していく必要がある．

ｍ/R-7斗６はTLR-NF-幅経路を阻害し，lL-8やＲＡＮTESの分泌を抑制する．ｍ/Ｒ－

７５５はＴＮＦ－ａの発現を誘導する作用をもつ．ｍ洞-742,ｍ/R-787am府－７５０はＴ

細胞の分化に重要であることが明らかにされている。実際には，これらの多数のｍｉＲＮＡ

が複雑に関連しあってＩＢＤの病態に関与していると考えられる。

ヒトゲノム解析の成果により，多くの蛋白コー

ド遺伝子の機能が解明されたが，同時に蛋白を

コードしない部分から転写される多数のマイクロ

RNA(miRNA）の存在が浮き彫りとなり，遺伝子

発現調節への関与が注目されるようになった．

miRNA研究は，おもに癌組織におけるプロファ

イリング解析を中心にはじまり，さまざまな臓器

において腫傷の発生・進展に関与することが明ら

かにされた')2)．一方，最近になって，炎症性腸疾

患（inflammatoryboweldisease：IBD）における
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